
平成26年度　秋学期　「学習成果実感調査」用紙

裏面へ続く

※ご記入をお願いいたします

担当教員名

科　目　名

学生証番号

京都産業大学キャリア形成支援教育科目（大学生活と進路選択）

このアンケートは、授業を改善していく資料として役立てるためのものです。当てはまる番号に○を付けてください。
なお、このアンケートは成績には一切関係がありませんので、率直な回答をお願いします。

設問１．回答者の授業参加の程度
この科目の授業について
５．80％以上（12回以上）出席した	 ４．80～60％（９回以上）出席した
３．60～40％（６回以上）出席した	 ２．40～20％（３回以上）出席した
１．20％未満（３回未満）出席した 5 4 3 2 1

設問２．シラバスの活用
①この科目を受講するにあたり、シラバスを読んだ。
１．読んだ	 ０．読んでいない 1 0

②（①で「１．読んだ」に回答した方のみ）
この科目を受講するにあたり、シラバスを参考にした。
５．かなり参考にした	 ４．どちらかといえば参考にした
３．どちらともいえない	 ２．どちらかといえば参考にしなかった
１．参考にしなかった 5 4 3 2 1

【科目独自設問】
設問３．科目の選択理由

どのようにして当科目のことを知りましたか？（複数回答可）
５．講義要項（シラバス）　　　　　４．キャリア科目パンフレット　　３．先輩や友人に聞いて
２．履修相談時（教学センター等）　１．その他 5 4 3 2 1

設問４．受講の目的
当科目を受講する一番の目的は何でしたか。
５．これからの大学生活の過ごし方を考えたかったから　
４．自分の将来の進路や就職について考えたかったから
３．特にはっきりとした目的はなかった
２．コーオプ教育研究開発センター、教学センター、ピア・サポーターから勧められたから
１．その他 5 4 3 2 1

設問５～９については、下記の５段階で評価し、該当する番号に○を付けてください。
５．強くそう思う　４．そう思う　３．どちらともいえない　２．あまりそうは思わない　１．そう思わない

設問５．講義内容の理解
この科目の講義は理解できましたか。 5 4 3 2 1

設問６．講義の満足度
この講義を受講して良かったと思いますか。 5 4 3 2 1

設問７．講義の重要項目の理解
問題発見から解決策決定のプロセスの重要性は伝わりましたか。 5 4 3 2 1

設問８．学んだことを実践・応用しようとする意欲
問題発見から解決策決定のプロセスを、自身の大学生活でも使って（練習して）
みようと思いましたか。 5 4 3 2 1

設問９．大学生活への効果
この講義で学んだ考え方やスキルがあなたの大学生活を豊かにすると思いますか。 5 4 3 2 1



設問10．自由記述
この授業について、意見があれば自由に書いてください。回答にあたっては、「良かった」「悪かった」など印象だけを簡単に書くのではなく、

「○○○が○○○なので、○○○だと感じた」、「○○○が○○○なので、○○○に改善してほしい」など、できるだけ具体的に書いてくだ
さい。

（1）この授業のよい点を、できるだけ詳しく書いてください。

（2）この授業の改善すべき点を、できるだけ詳しく書いてください。

（3）その他に意見があれば、自由に書いてください。

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。


